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ケけ

カか

チち

堂ど
う
遺
跡　

西
蒲
区
福
井

　

ケ
カ
チ
堂
遺
跡
は
、
角
田
山
の
南な

ん

麓ろ
く

、
福
井
集
落
の
東
側
に
広
が
る
畑
の

一
画
に
あ
る
。

　

五
〇
年
ほ
ど
前
、
畑
の
一
部
を
削
っ
た
と
き
に
若
干
の
石
器
が
出
土
し
た

と
い
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
出
土
し
た
石
器
も
所
在
不
明

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
枚
の
写
真
が
残
っ
て
お
り
、
後
期
旧
石

器
時
代
終
わ
り
こ
ろ
（
約
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
石い

し

槍や
り

（
図
五
二

－

二
〜

四
）
や
、
縦
長
に
剥は

が
さ
れ
た
石
の
破
片
（
同
一
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ケ
カ
チ
堂
遺
跡
は
、
新
潟
県
内
の
海
岸
平
野
部
に
分
布
す
る
数
少
な
い

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
発
掘
調
査
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
ケ
カ
チ
堂
遺
跡
の
あ
る
場
所
は
、
平
野
に
向
か
っ
て
扇
形
に
張
り

出
し
た
台
地
の
先
端
付
近
で
、
海
抜
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
あ
る
。
平

野
と
の
比
高
は
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
旧
石
器
時
代
の

図51　上空から見たケカチ堂遺跡 図50　遺跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」　
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地
形
は
現
在
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
越
後
平
野
は
緩
や
か
な

谷
を
な
し
て
お
り
、
信
濃
川
は
弥
彦
山
か
ら
角
田
山
の
東
麓
に
沿
っ

て
流
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ケ
カ
チ
堂
遺
跡
は
信
濃
川
を
間
近
に
見
下

ろ
す
高
台
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
石
器
時
代
の
人
々
は
狩
り
を
し
な
が
ら
、
生
活
の
場
を
頻
繁
に

移
動
さ
せ
て
い
た
。
ケ
カ
チ
堂
遺
跡
が
あ
る
場
所
は
、
信
濃
川
の
川

辺
を
集
団
移
動
す
る
シ
カ
な
ど
の
草
食
動
物
の
行
動
を
把
握
す
る
の

に
適
し
た
場
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
石
器
の
量
が
少
な
い
こ

と
か
ら
す
る
と
、

こ
の
遺
跡
は
狩

り
の
時
の
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て

利
用
さ
れ
た
季

節
的
な
居
住
地

で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。

図53　越後平野の基底地形と旧石
器時代の遺跡　★ケカチ堂遺跡

図52　ケカチ堂遺跡の旧石器　金子拓男氏撮影
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